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ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
問
題
の
深
層

は
じ
め
に

ユ
ー
ゴ
紛
争
は
‘
一
九
九
一
年
六
月
二
七
日
、
ユ
ー
ゴ
人
民
軍
が

ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
の
要
衝
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
戦
端

が
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
戦
闘
は
一

0
日
間
で
終
結
し
、
本
格

的
な
戦
争
に
は
発
展
し
な
か

っ
た
。
そ
の
後
の
戦
禍
の
規
模
か
ら
み

る
と
、
ユ
ー
ゴ
紛
争
は
む
し
ろ
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
か
ら
始
ま

っ
た

と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
直
接
の
発
端
は
セ
ル
ビ
ア
人
の
武
装

蜂
起
に
あ
る
。

し
か
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
な
ぜ
武
装
蜂
起
に
走

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
一
九
八

0
年
代
後
半
の
ユ
ー
ゴ
の
体
制
変

動
と
切
り
離
し
て
は
理
解
で
き
な
い

。

ご
く
簡
単
に
こ
の
間
の
経
過
を
述
べ
る
と
‘
一
九
八
七
年
に
セ
ル

ビ
ア
共
産
主
義
者
同
盟
の
指
導
者
と
な

っ
た
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
は
‘

中
央
集
権
化
の
方
向
で
ユ
ー
ゴ
連
邦
を
再
編
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

彼
は
、
セ
ル
ビ
ア
民
族
主
義
者
を
使

っ
て
セ
ル
ビ
ア
人
を
動
員
し
、

材

木

和

雄

広
島
大
学
総
合
科
学
部
助
教
授

デ
モ
や
集
会
な
ど
の
示
威
行
動
で
彼
の
方
針
に
反
対
す
る
党
幹
部
を

辞
任
に
追
い
込
み
、
親
ミ
ロ
シ
ェ
ビ

ッ
チ
派
と
交
代
さ
せ
る
と
い
う

手
法
に
よ
り
、
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
の
両
共
和
国
を
支
配
下

に
お
い
た
。
次
な
る
目
標
は
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
か
れ
た
。

一
九
八
九

年
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
で
も
セ
ル
ビ
ア
人
の
大
規
模
な
集
会
が
開
か
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
の
狙
い
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の

共
産
主
義
者
同
盟
の
幹
部
に
親
ミ
ロ
シ
ェ
ビ

ッ
チ
派
を
据
え
る
こ
と

に
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
九

0
年
に
ユ
ー
ゴ
共
産
主
義
者
同
盟
が
崩
壊
し
、

各
共
和
国
で
複
数
政
党
制
に
よ
る
自
由
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
ク
ロ

ア
チ
ア
で
は
‘
ト
ゥ
ジ
ュ
マ
ン
が
率
い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
民
主
同
盟
が

圧
勝
し
、
共
産
主
義
者
同
盟
は
政
権
を
失
っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
ス

ロ
ベ
ニ
ア
と
と
も
に
、
ユ

ー
ゴ
の
連
邦
制
を

「国
家
連
合
」
の
形
で

再
編
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
連
邦
制
の
維
持
を
求
め
る
セ
ル
ビ
ア
と

鋭
く
対
立
す
る
に
至

っ
た
。

一
方
自
由
選
挙
の
後
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の

セ
ル
ビ
ア
人
は
反
政
府
活
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
。
セ
ル
ビ
ア

人
が
多
数
居
住
す
る
一
部
地
域
で
は
、
警
察
署
か
ら
武
器
が
強
奪
さ
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れ
、
幹
線
道
路
は
封
鎖
さ
れ
た
。
セ
ル
ビ
ア
民
族
主
義
の
政
治
団
体

で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
民
主
党
は
‘
こ
れ
ら
の
地
域
で
セ
ル
ビ
ア
人
の
自

治
を
求
め
る
住
民
投
票
を
強
行
し
た
。
や
が
て
彼
ら
は
セ
ル
ビ
ア
人

自
治
地
区
の
成
立
を
宣
言
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
の
分
離
と
セ
ル
ビ

ア
ヘ
の
編
入
を
要
求
し
た
。

セ
ル
ビ
ア
人
が
自
治
を
宣
言
し
た
地
域
に
は
‘

二
つ
の
タ
イ
プ
の

行
政
地
区
が
あ

っ
た
。

―
つ
は
‘
セ
ル
ビ
ア
人
が
人
口
の
上
で
圧
倒

的
多
数
を
占
め
る
地
区
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
セ
ル
ビ
ア
人
が
相
対

的
に
多
数
の
地
区
も
し
く
は
多
数
に
達
し
な
い
地
区
で
あ
る
。
つ
ま

り
ク
ロ
ア
チ
ア
人
も
か
な
り
の
比
率
を
し
め
る
か
、
む
し
ろ
多
数
を

し
め
る
地
域
で
あ

っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
武
装
勢
力
は
、
前
者
の
地
域

は
比
較
的
容
易
に
実
力
占
拠
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
後
者
の
地
域

は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
が
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
と
も
に
独
立
を
宣
言
し
た
後
、
セ

ル
ビ
ア
人
過
激
派
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
武
力
制
圧
し
よ
う
と
し
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
は
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
ユ
ー
ゴ
人

民
軍
が
セ
ル
ビ
ア
人
の
保
護
を
理
由
に
介
入
し
、
セ
ル
ビ
ア
人
武
装

勢
力
を
事
実
上
支
援
し
た
。
戦
闘
は
本
格
化
し
た
が
‘
装
備
で
劣
る

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
軍
は
各
地
で
敗
退
し
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
占
領
地

域
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
一
年
に
な
っ
て
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
は
‘
セ
ル
ビ
ア
人
は
一

つ
の
国
家
に
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が

連
邦
か
ら
離
脱
し
た
場
合
に
は
、
共
和
国
間
の
国
境
線
変
更
を
要
求

す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
武
装
蜂

起
は
、
こ
の
セ
ル
ビ
ア
の
ユ
ー
ゴ
再
編
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
引

き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
働
部
隊
を
組
織
し
た
の
は
‘
ミ
ロ

シ
ェ
ビ

ッ
チ
と
手
を
結
ん
だ
民
族
主
義
者
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
人
民
軍

関
係
者
と
一
部
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
指
導
層
が
こ
れ
を
支
援
し
た
。

反
政
府
活
動
や
戦
闘
に
参
加
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
多
く
は
、
民
族
主

義
的
な
扇
動
や
操
作
に
よ

っ
て
、
動
員
さ
れ
た
人
び
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
セ
ル
ビ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
宣
伝
活
動
も
セ
ル
ビ
ア
人
の

扇
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
と
く
に
ク
ラ
イ
ナ
地
方
は
教
育

(1
)
 

水
準
か
低
い
農
民
か
多
く
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
民
族
主
義
的
な
宣

伝
に
よ

っ
て
ナ
イ
ー
ブ
に
操
縦
さ
れ
や
す
か

っ
た
と
い
え
る
。

だ
が
そ
れ
で
も
な
お
次
の
よ
う
な
疑
問
を
私
は
発
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
と
く
に
一
部
地
域
の
セ
ル
ビ
ア

人
支
配
層
は
な
ぜ
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
と
セ
ル
ビ
ア
の
路
線
に
身
を
委

ね
、
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
に
対
し
て
反
旗
を
翻
し
た
の
か
。
ク
ロ
ア
チ

ア
は
セ
ル
ビ
ア
は
よ
り
も
経
済
的
に
発
展
し
た
地
域
で
あ
り
、
ユ
—

ゴ
か
ら
独
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
か
予
想
さ

れ
た
。
だ
か
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
の
発
展
に
期
待
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府

の
路
線
を
支
持
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
セ
ル
ビ
ア
人
に
は
あ

っ
た
は

ず
で
あ
る
。
実
際
に
武
装
蜂
起
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の

一
部
地
域
の
住
民
で
あ

っ
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
大
半

は
こ
れ
に
加
わ
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
セ
ル
ビ
ア
人
の
支
配
層
が
セ
ル
ビ
ア
の
路
線
を
支
持
し
、
武
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装
蜂
起
に
加
担
し
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
解
く

た
め
に
は
、
や
は
り
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
問
題
の
深

(2) 

層
に
は
一
体
何
が
あ
る
の
か
を
探
り
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
ユ
ー
ゴ
の
民
族
構
成

は
じ
め
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
人
口
学
的
な
特
徴
を
述
べ
よ
う。

ユ
ー
ゴ
は
一
九
八
一
年
の
総
人
口
が
約
ニ
ニ
四
三
万
人
で
あ
り
、
六

つ
の
主
要
民
族
と
二
0
を
超
え
る
少
数
民
族
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る

典
型
的
な
多
民
族
国
家
で
あ

っ
た
。
六
つ
の
主
要
民
族
と
そ
の
割
合

は
‘

セ
ル
ビ
ア
人

（三
六

•

三
％
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
人

(
-
九
・

八
％
）
、
ム
ス
リ
ム
人

（八
•

九
％

）、

ス

ロ
ベ
ニ
ア
人
（
七

・

八
％
）
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
人

（六

・
O
%
）
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人

（ニ

・

六
％
）
で
あ
り
、
そ
の
他
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
を
表
明
す
る
者
が

五
•

四
％
い
た

。

こ
れ
ら
の
主
要
民
族
は
ム
ス
リ
ム
人
を
除
い
て
民

族
名
を
冠
す
る
共
和
国
を
も

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
共
和

国
も
単
一
の
民
族
か
ら
成
る
わ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
民
族
を
抱
え

込
ん
で
い
た
。
ま
た
い
ず
れ
の
諸
民
族
も
複
数
の
共
和
国
に
跨

っ
て

居
住
し
て
い
た
。

ユ
ー
ゴ
が
多
民
族
国
家
で
あ
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
別

の
側
面
か
ら
み
る
と
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
特
徴
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
第
一
に
、
言
語
的
に
み
る
と
、
セ
ル
ビ
ア

人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ム
ス
リ
ム
人
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
は
セ
ル
ビ

ア
1
1

ク
ロ
ア
チ
ア
語
と
い
う
同
一
の
言
語
を
話
す
人
び
と
で
あ
る
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
も
ま
た
セ
ル
ビ
ア
1
1

ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
話
す
人

口
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
か
ら
、
セ
ル
ビ
ア
1
1

ク
ロ
ア
チ
ア
語
の
言
語

人
口
は
ユ
ー
ゴ
の
総
人
口
の
七
三

・
O
％
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
語
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
語
も
セ
ル
ビ
ア
1
1

ク
ロ
ア
チ
ア

語
に
近
い
南
ス
ラ
ブ
語
に
属
す
る
言
語
で
あ
る
。

ユ
ー
ゴ
は
総
人
口

の
八
五
％
を
南
ス
ラ
ブ
人
か
し
め
る

。

ユ
—
ゴ
は
‘
セ
ル
ビ
ア
1
1
ク

ロ
ア
チ
ア
語
人
口
あ
る
い
は
南
ス
ラ
ブ
語
の
人
口
の
割
合
が
圧
倒
的

に
高
い
と
い
う
点
で
、
大
き
な
同
質
性
を
も
つ
国
で
あ
る
。

第
二
に
、
各
共
和
国
と
そ
の
民
族
構
成
を
み
る
と
、
北
部
の
共
和

国
は
民
族
的
同
質
性
が
高
く
、
南
部
の
共
和
国
は
民
族
的
同
質
性
が

比
較
的
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
‘
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は
ス

ロ
ベ
ニ
ア
人
が
九
一
％
を
し
め
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が

七
五
％
を
し
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
セ
ル
ビ
ア
は
セ
ル
ビ
ア
人
が
六

六
％
、
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
が
六
九
％
、
マ
ケ
ド
ニ

ア
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
が
六
七
％
と
な

っ
て
い
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ
ア
は
‘
ム
ス
リ
ム
人
四
0
%
、
セ
ル
ビ
ア
人
三
二
％
、
ク

ロ
ア
チ
ア
人
一
八
％
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
八
％
と
な
っ
て
お
り
‘

も
っ
と
も
民
族
的
同
質
性
が
低
い

（た
だ
し
セ
ル
ビ
ア
1
1

ク
ロ
ア
チ

ア
語
の
言
語
人
口
と
い
う
点
で
は
も

っ
と
も
同
質
性
が
高
い
）。

第
三
に
、
民
族
の
居
住
地
域
と
い
う
点
で
い
う
と
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア

人
は
そ
の
九
八
％
が
ス
ロ
ベ
ニ
ア
に
住
ん
で
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
人

は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
七
八
％
、
ボ
ス
ニ
ア

・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
一
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七
％
、
セ
ル
ビ
ア
に
三

•

四
％
居
住
し
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
セ
ル
ビ
ア

に
七
六
％
、
ボ
ス
ニ
ア

・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
一
六
％
、
ク
ロ
ア
チ

ア
に
七
％
が
居
住
す
る
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
は
‘
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に

七

0
%、
セ
ル
ビ
ア
に
二
五
％
居
住
し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
は
、
マ
ケ

ド
ニ
ア
に
九
五
％
が
居
住
す
る
。
民
族
問
題
の
背
景
と
し
て
、
民
族

の
居
住
地
域
と
国
境
と
か
一
致
し
な
い
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。

ユ
ー
ゴ
に
は
そ
の
典
型
的
な
例
と
い
え
る
が
、
こ
の
う
ち
数
の
上
で

共
和
国
の
外
部
に
居
住
す
る
人
口
が
も
っ
と
も
多
い
民
族
は
セ
ル
ビ

ア
人
で
あ
る
。
ユ
ー
ゴ
の
中
で
セ
ル
ビ
ア
人
は
最
大
多
数
の
八
―
四

万
人
を
数
え
る
が
、
こ
の
う
ち
約
二
四
％
の
一
九
五
万
人
が
セ
ル
ビ

ア
共
和
国
の
外
に
居
住
し
て
い
た
。

ユー
ー
ゴ
紛
争
で
は
‘
こ
の
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
外
部
に
住
む
セ
ル

ビ
ア
人
‘
具
体
的
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
一
部
が
‘
つ

い
で
ボ
ス
ニ
ア

・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
一
部
か
武
装

蜂
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
の
地
理
お
よ
び
人
口
構
成

ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
で
は
、
北
部
に
位
置
す
る
共
和
国
の

―
つ
で
あ
っ
た
。
国
土
面
積
は
‘
五
六
、
五
三
八

面
で
あ
り
、
ユ
ー

ゴ
の
国
土
の

ニ
―

％
を
し
め
て
い
た
。
日
本
で
い
え
ば
、
北
海
道

（七
八
、

0
七
三

而
）
よ
り
小
さ
く
、
九
州

（
三
六
、
五
五
四
而
）

と
四
国
(
-
八
‘
二
五
六
面
）
を
足
し
た
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
の
人
口
は
四
七
六
万
人
。
こ
れ
は
福
岡
県
の
人
口
に
ほ

ぼ
等
し
い
。
こ
の
う
ち
約
六

0
％
は
都
市
人
口
で
あ
り
、
ま
た
約
二

0
％
は
首
都
ザ
グ
レ
ブ
に
集
中
し
て
い
る
。

地
理
的
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
ザ
グ
レ
プ
を
中
心
と
す
る
内
陸

部
地
方
、
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
た
ダ
ル
マ
チ
ア
地
方
、
ダ
ル
マ
チ
ア

北
部
の
山
岳
地
方
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
平
原
に
続
く
パ
ン
ノ

ニ
ア
平
原
に

位
置
す
る
ス
ラ
ボ
ニ
ア
地
方
に
分
か
れ
る
。
ダ
ル
マ
チ
ア
に
は
温
暖

な
地
中
海
性
気
候
の
海
岸
線
と
無
数
の
島
嶼
が
あ
り

、

ヨ
—
ロ

ッ
パ

の
観
光
と
保
養
の
メ

ッ
カ
で
あ
っ

た
。
ス
ラ
ボ

ニ
ア
に
は
豊
か
な
農

業
地
帯
が
広
が
る
。
ま
た
ス
ラ
ボ
ニ
ア
に
は
年
間
三

0
0万
ト
ン
の

原
油
を
産
出
し
、
旧
ユ
ー
ゴ
の
需
要
の
四
分
の

一
を
満
た
し
て
い
た

油
田
も
あ
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
な
ら
ん
で
、
旧
ユ
ー
ゴ
の
最
先

進
共
和
国
で
あ

っ
た
。
一
九
八
一

年
に
は
旧
ユ
ー
ゴ
の
工
業
生
産
の

四
分
の

一
を
し
め
、
石
油
工
業

・
造
船
業
・
化
学
工
業
が
と
く
に
発

達
し
て
い
た
。
工
業
製
品
の
輸
出
と
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
観
光
業
と

い
う
二
つ
の
ド
ル
箱
を
も
ち
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
旧
ユ
ー
ゴ
の
外
貨
収

入
の
八

0
％
を
稼
ぎ
出
し
て
い
た
。

一
九
九

一
年
に
行
わ
れ
た
人
口
調
査
の
結
果
を
加
え
て
、
一
九
七

一
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
人
口
と
民
族
構
成
の

変
化
を
み
る
と
、
ま
ず
一
九
七
一
年
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
人
口
は
四

四
三
万
人
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は

三
五
一
万
人
（
七
九
•
四
％
）
、

セ
ル
ビ
ア
人
は
六

三
万
人

(
-四
•
六
％

）
、
一九
八
一
年
に
は
人
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口
四
六

0
万
人
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
人
三
四
五
万
人
（
七
五

・

0
%
)、
セ
ル
ビ
ア
人
五
三
万
人
（
一
―
•
六
％
）
、
一
九
九
一
年
に

は
人
口
四
七
八
万
人
、
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
人
三
七
四
万
人
（
七
八
・

-
％
）
、
セ
ル
ビ
ア
人
五
八
万
人
(
―
ニ

・
一
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

一
九
八
一
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
は
と
も
に
絶
対
的
に

も
相
対
的
に
も
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
を
表
明

す
る
者
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
人
を
表
明
す
る
者
は
減
少
し
、
そ
の
結
果
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ

ル
ビ
ア
人
は
共
に
増
加
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
実
質
的
に
は
‘
八

0
％
近
い

ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
一
五
％
近
い
セ
ル
ビ
ア
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
だ
ろ
う
。
一

九
九
一
年
の
時
点
で
は
、
ク
ロ

ア
チ
ア
に
は
六

0
万
人
を
超
え
る
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
各
地
に
居
住
し
、
と

く
に
都
市
部
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク

ロ
ア
チ
ア
人
と
ま

っ
た
＜
混

住
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
ク
ロ
ア
チ
ア
に
は
セ
ル
ビ
ア
人
が
伝
統

的
に
多
数
居
住
す
る
地
区
が
あ
る
。
行
政
地
区
で
い
う
と
、
ク
ロ
ア

チ
ア
に
は
オ
プ
チ
ナ
と
呼
ば
れ
る
行
政
単
位
が
一
―
五
あ
る
が
、
こ

の
う
ち
セ
ル
ビ
ア
人
が
人
口
の
過
半
数
を
し
め
る
オ
プ
チ
ナ
が
一

l

、

相
対
的
多
数
を
し
め
る
オ
プ
チ
ナ
が
二
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
オ
プ
チ

ナ
に
は
約

一
七
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
、
そ
れ
は
ク
ロ
ア
チ

ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
三

0
％
を
し
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
オ
プ
チ
ナ

は
ダ
ル
マ
チ
ア
北
部
の
山
岳
地
帯
に
集
中
し
、
「
ク
ラ
イ
ナ
」
地
方

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ユ
ー
ゴ
紛
争
の
発
端
と
な
っ
た
セ
ル
ビ
ア
人
の

武
装
蜂
起
は
こ
の
地
域
で
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
蜂
起
の
原

因
を
探
る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
歴
史
を
遡
る
必

要
が
あ
る
。

四
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ピ
ア
人
の
起
源

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
い
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
は
最
初

か
ら
混
住
状
態
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
旧
ユ
ー
ゴ
の

他
の
地
域
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル

ビ
ア
人
は
バ
ル
カ

ン
半
島
の
原
住
民
で
は

な
い
。
言
語
的
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
は
ス
ラ
ブ
語
族

に
属
す
る
。
定
説
に
よ
れ
ば
、
ス
ラ
ブ
人
は
そ
の
現
住
地
か
ら
各
地

に
移
動
し
た
が
、
こ
の
う
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
は
‘
ス

ロ
ベ
ニ
ア
人
と
と
も
に
、
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
の
北
方
か
ら
南
方
に
移

動
し
た
ス
ラ
ブ
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
六
世
紀
末
か
ら
バ
ル
カ
ン
半
島

に
到
来
、
七
世
紀
半
ば
に
は
定
住
を
完
了
し
た
。
し
か
し
近
年
、
ク

ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
は
純
粋
の
ス
ラ
ブ
人
で
は
な
か

っ
た
と

い
う
説
が
現
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
梢
先
は
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
フ
カ
ズ

に
住
ん
で
い
た
イ
ラ
ン
系
の
遊
牧
民
サ
ル
マ
チ
ア
人
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
サ
ル
マ
チ
ア
人
の
一
部
は
フ
ン
族
の
移
動
と
共
に
西
方
に
移
動

し
、
ス
ラ
ブ
人
を
征
服
し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
多
数
の
ス
ラ
プ
人
の

中
で
ス
ラ
プ
化
し
て
し
ま
い
、
そ
の
の
ち
ス
ラ
ブ
人
と
し
て
バ
ル
カ
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ン
半
島
に
移
動
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
こ
と
は
‘
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人

は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
に
住
み
分
け
を
お
こ
な
い
、
中
世
期
に
至
る
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
文
化
と
歴
史
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
‘
七
世
紀
に
は
北
部
の
グ
ル
ー
プ
が
ト
ル
コ
系

遊
牧
民
の
ア
バ
ー
ル
人
の
支
配
下
に
あ
り
、
南
部
の
ダ
ル
マ
チ
ア
の

グ
ル
ー
．
プ
が
ビ
サ
ン
チ
ン
帝
国
の
支
配
を
受
け
て
い
た
。
ア
バ
ー
ル

人
の
国
家
は
八
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
よ

っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。

九
世
紀
に
は
‘
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
居
住
地
域
に
は
‘

フ
ラ
ン
ク
帝
国

と
ビ
サ

ン
チ
ン
帝
国
の
影
響
が
交
錯
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

九
二
四
年
‘
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の

一
族
長
ト
ミ
ス
ラ
プ
が
ク
ロ
ア
チ

ア
王
を
宣
言
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
を
最
初
の
独
立
国
家
に
統
合
し
た
。

こ
の
中
世
ク
ロ
ア
チ
ア
王
国
は
国
王
ペ
ー
タ
ル
・
ク
レ
シ
ミ
ル

（一

0
五
八
ー
七
四
年
）
の
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
そ
の
領
土
は
‘

今
日
の
ク
ロ
ア
チ
ア
に
加
え
て
、
ボ
ス
ニ
ア
の
大
半
に
及
ん
で
い
た
。

後
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
ク
ロ
ア
チ
ア
の
黄
金
時
代
と
回
想
す
る
の
は

こ
の
時
代
で
あ
る
。

一
〇
七
五
年
‘
ク
レ
シ
ミ
ル
の
子
の
ズ
ボ
ニ
ミ

ル
は
、
「
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ダ
ル
マ
チ
ア
の
王
」
と
し
て
ロ
ー
マ
教
皇

か
ら
戴
冠
を
受
け
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
‘
フ
ラ
ン
ク
王
国
に

よ
る
支
配
以
来
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
西
方
教
会
と
の
関
係
を
深
め
、

西
欧
の
カ
ト
リ

ッ
ク
文
化
圏
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ズ
ボ
ニ
ミ
ル
の
死
後
、
王
位
継
承
を
め
ぐ

っ
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
王

国
は
混
乱
し
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
貴
族
の
一
部
は
‘
ズ
ボ
ニ
ミ
ル
の

妻
の
兄
弟
で
あ

っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
ラ
ー
ス
ロ
一
世
に
王
位
に
就
く

こ
と
を
要
請
し
た
。

一
0
九
一
年
に
彼
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
‘

1
0

九
四
年
に
は
ザ
グ
レ
ブ
に
司
教
座
を
創
設
し
た
。
ザ
グ
レ
ブ
は
後
に

ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
会
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
ラ
ー
ス
ロ
の
死
後
、
そ

の
後
継
者
の
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
反
対
派
の
ク
ロ
ア
チ
ア
貴
族
の
反
乱

を
鎮
圧
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
を
制
圧
し
‘
―

1
0
二
年
に

「
ク
ロ
ア
チ

ア
と
ダ
ル
マ
チ
ア
王
」
の
地
位
に
就
い
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
貴
族
と

カ
ー
ル
マ
ー
ン
と
の
間
に
は
国
家
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て
協
定
が
結
ば

れ
、
こ
う
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
結
び
つ
き
が
始
ま
り
‘

そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
末
ま
で
八

0
0
年
間
も
続
く
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
結
合
の
性
格
を
ど
う
み
る

か
は
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
家
は
こ
れ
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
よ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
併
合
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
主
張
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
家
は
‘
ク
ロ
ア
チ

ア
は
国
家
主
権
を
維
持
し
て
き
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
ど

き
の
力
関
係
に
よ

っ
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
独
立
国
家
の
よ
う
に
行
動

す
る
と
き
も
あ
れ
ば
‘
ハ

ン
ガ
リ
ー
が
ク
ロ
ア
チ
ア
を
属
国
と
し
て

扱
う
こ
と
も
あ

っ
匁

し
か
し
重
要
な
事
実
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
ク
ロ
ア
チ
ア
を
直
接
統
治

に
置
か
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
‘
ク
ロ

ア
チ
ア
の
行
政
機
構
を
整
備
し
て
、
バ

ン
と
呼
ば
れ
る
総
督
を
お
き
‘

ク
ロ
ア
チ
ア
の
王
族
や
貴
族
を
就
任
さ
せ
た
。
ま
た
サ
ボ
ー
ル
と
い
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う
貴
族
の
議
会
も
残
し
た
。
す
な
わ
ち
ハ

ン
ガ
リ
ー
は
、
内
政
上
の

問
題
を
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
自
治
に
委
ね
て
き
た
こ
と
、
ま
た
ク
ロ
ア

チ
ア
人
は
こ
れ
を
貴
族
の
合
議
制
に
よ

っ
て
処
理
し
て
き
た
。
こ
の

こ
と
が
な
ぜ
重
要
か
と
い
え
ば
、
こ
う
し
た
伝
統
に
よ
り
、
ク
ロ

ア

チ
ア
の
政
治
家
は
第

一
次
世
界
大
戦
中
に
分
権
的
な
連
邦
制
を
前
提

に
し
て
統

一
国
家
を
構
想
し
、
セ
ル
ピ
ア
を
中
心
と
す
る
中
央
集
権

的
な
統

一
国
家
を
構
想
す
る
セ
ル
ビ
ア
の
政
治
家
と
根
本
的
に
対
立

す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後

ハ
ン

ガ
リ
ー
は
ト
ル
コ

に
征
服
さ
れ
た
め
、
一
五
二
七
年
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
を
国
王
に
選
ん
だ
。
以
降
ク
ロ
ア
チ
ア
は
ハ
プ

ス
プ
ル

ク
帝
国
に
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

次
に
セ
ル
ビ
ア
人
は
、
バ
ル
カ

ン
半
島
の
中
央
部
に
定
住
地
を
も

っ
て
い
た
。
彼
ら
の
居
住
地
域
は
‘
ブ
ル
ガ
リ
ア
帝
国
と
ビ
サ

ン
チ

ン
帝
国
の
影
響
が
交
錯
す
る
地
で
あ

っ
た
。
九
世
紀
の
半
ば
に
ビ
サ

ン
チ
ン
皇
帝
の
宗
主
権
の
も
と
で
セ
ル
ビ
ア
人
は
現
在
の
セ
ル
ビ
ア

南
部
の
ラ
シ
ュ
カ
に
最
初
の
国
家
建
設
を
お
こ
な

っ
た
。
こ
の
こ
ろ

か
ら
セ
ル
ビ
ア
人
は
東
方
教
会
の
影
響
下
に
入

っ
た
。

―
―
六
九
年
、

ス
テ
フ
ァ
ン

・
ネ
マ

ー

ニ
ャ
が
ラ
シ
ュ
カ
の
族
長
に
な
っ
た
。
彼
は

ビ
サ

ン
チ
ン
帝
国
の
王
位
継
承
争
い
に
乗
じ
て
領
土
を
拡
大
し
、
ゼ

ー
タ
（
現
在
の
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ

）
と
南
ダ
ル
マ
チ
ア
の
一
部
を
征
服

し
て
中
世
セ
ル
ビ
ア
帝
国
の
基
礎
を
築
い
た
。
こ
の
ネ
マ
ニ

ッ
チ
王

朝
は
そ
の
後
二
0
0
年
間
続
い
た
。
ネ
マ
ニ

ッ
チ
王
朝
に
は
一

三
三

一
年
に
ス
テ
フ

ァ
ン
・
ド
ゥ
シ

ャ
ン

が
現
れ
た
。
彼
は
南
東
に
占
領

)レーマニア
9ヽンガリー

こニコ14世紀までのセルビア人居住地域

ーセルピア人が移住 ・植民した地城

239 



地
域
を
拡
大
し
、
ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
奪
取
し

て
、
中
世
セ
ル
ビ
ア
は
‘
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
ア
ル
バ
ニ
ア
の
全
土
、
お

よ
び
ギ
リ
シ
ャ
と
ブ
リ
ガ
リ
ア
の

一
部
を
加
え
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の

三
分
の

二
を
支
配
す
る
大
帝
国
に
な

っ
た
。
ド
ゥ
シ
ャ
ン
は
「
セ
ル

ビ
ア
人
・
ギ
リ
シ
ャ
人

・
ブ
ル
ガ
リ
ア
人

・
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
王
」

の
称
号
を
名
乗

っ
た
。

一
三
三
五
年
の
ド
ゥ
シ
ャ
ン
の
死
後
、
諸
公
の
反
乱
に
よ
り
セ
ル

ビ
ア
帝
国
は
分
裂
し
、
そ
の
勢
い
は
急
速
に
衰
え
た
。
こ
の
こ
ろ
強

大
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
オ
ス
マ
ン

・
ト
ル
コ
は
バ
ル
カ
ン
半
島
に
進

撃
を
開
始
し
、

一
三
七

一
年
マ
リ

ッ
ツ
ア
の
戦
い
で
セ
ル
ビ
ア
の
諸

公
連
合
軍
を
破

っ
た
。
そ
の
後
セ
ル
ビ
ア
の
ラ
ザ
ー
ル

・
フ
レ
ベ
リ

ャ
ノ
ビ
ッ
チ
公
は
‘
ボ
ス
ニ
ア
王
ト

ゥ
ブ
ル
ト
コ
の
援
助
の
も
と
に

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
連
合
軍
を
結
成
し
、
一

三
八
九
年
に
コ
ソ
ボ
・
ボ

ー
リ
ェ
で
ト
ル
コ
と

l

大
決
戦
を
挑
ん
だ
。
こ
の
連
合
軍
に
は
ア
ル

バ
ニ
ア
人
‘
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
、
ハ
ン
ガ
リ
1

人
も

参
加
し
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
徒
軍
は
大
敗
北
を
喫
し
た
。

一
四

五
九
年
ト
ル
コ
は
ス
メ
デ
レ
ボ
に
あ
っ
た
セ
ル
ビ
ア
最
後
の
要
塞
を

陥
落
さ
せ
、
セ
ル
ビ
ア
の
全
土
を
制
圧
し
た
。
こ
の
後
、
ト
ル
コ
は

約
三
五
0
年
間
セ
ル
ビ
ア
を
支
配
下
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後

ト
ル
コ
は

一
四
六
三
年
に
ボ
ス
ニ
ア
を
陥
落
さ
せ
‘

―
四
八
三
年
に

は
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
を
占
領
し
、

一
五
二
六
年
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を

モ
ハ
チ
の
戦
い
で
破
り
‘
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
南
部
と
中
部
を
支
配
し
た
。

一
五
二
九
年
に
は
ト
ル
コ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
侵
入
し
、
有
名
な
ウ

ィ
ー
ン
包
囲
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
領
土
で

は
‘
ス
ラ
ボ
ニ
ア
と
ダ
ル
マ
チ
ア
東
南
部
が
こ
の
こ
ろ
に
ト
ル
コ
に

よ

っ
て
占
領
さ
れ
て
い
る
。

ト
ル
コ
の
バ
ル
カ
ン
半
島
侵
攻
は
バ
ル
カ
ン
半
島
に
大
規
模
な
人

口
移
動
を
引
き
起
こ
し
、
民
族
の
分
布
図
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
も

っ
と
も
大
き
な
影
響
を
被

っ
た
の
は
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
る
。

ま
ず
コ
ソ
ボ
の
戦
い
の
後
、
一
四
世
紀
末
か
ら

一
五
世
紀
に
‘
ト
ル

コ
の
脅
威
の
前
に
‘
サ
バ
川
と
ド
ナ
ウ
川
を
越
え
、
セ
ル
ビ
ア
北
方

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ボ
イ
ボ
デ
ィ
ナ
に
逃
亡
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
が
続
出
し

た
。
一

四
五
九
年
の
セ
ル
ビ
ア
陥
落
後
に
は
と
く
に
大
量
の
セ
ル
ビ

ア
人
の
移
住
が
起
こ

っ
た
。
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
ト
ル
コ
の
侵
攻

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
‘
セ
ル
ビ
ア
人
の
移
住
は
好
都
合
に
映

っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
は
ト
ル
コ
の
侵
攻
に
対
す
る
盾
と
し
て
使
え
た

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ト
ル
コ
と
の
国
境
に
要

塞
を
築
き
‘
セ
ル
ビ
ア
人
を
国
境
替
備
兵
に
雇
っ
た
。

ト
ル
コ
の
侵
攻
は
そ
の
他
の
地
域
の
人
々
に
も
影
響
を
与
え
た
。

と
く
に
一
四
六
三
年
に
ト
ル
コ
は
ボ
ス
ニ
ア
を
占
領
し
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
の
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
改
宗
が
始
め
ら
れ
た
。
ポ
ス
ニ
ア

・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
中
に
は
‘
ク
ロ
ア
チ
ア
や
ダ
ル

マ
チ
ア
に
逃
亡
す
る
者
が
増
え
た
。
セ
ル
ビ
ア
を
支
配
下
に
置
い
た

ト
ル
コ
は
セ
ル
ビ
ア
人
を
徴
兵
し
、
オ
—
ス
ト
リ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
—

と
の
戦
争
に
彼
ら
を
従
軍
さ
せ
た
。
ト
ル
コ
は
こ
の
セ
ル
ビ
ア
人
を

占
領
地
の
国
境
智
備
兵
に
仕
立
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
逃
亡
し
た
土
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地
に
移
住
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ト
ル
コ
の
バ
ル
カ
ン
半
島
中
西

部
へ
の
侵
攻
に
伴

っ
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
居
住
地
域
が
セ
ル
ビ
ア
の

西
方
お
よ
び
北
方
、
す
な
わ
ち
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
中
に

広
が

っ
て
い

っ
た
。

他
方
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ト
ル
コ
の
侵
攻
に
対
抗
す
る
た
め
、
南
部

国
境
の
防
御
を
固
め
よ
う
と
し
た
。
一
五
七
八
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

は
ト
ル
コ
と
の
国
境
に
沿

っ
て

「軍
政
国
境
地
帯
」
と
呼
ば
れ
る
特

殊
な
地
域
を
設
置
し
、
直
接
管
理
に
置
い
た
。
こ
の
地
の
住
民
は
‘

軍
務
に
服
す
る
こ
と
に
よ
り
土
地
の
保
有
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
地
域
は
ト
ル
コ
の
侵
略
に
よ
り
人
口
が
激
減
し
て
い
た
の
で
‘

防
衛
問
題
の
解
決
と
共
に
、
再
植
民
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
土
地
に
新
た
に
住
み
付
い
た
住
民
の
大
半
は
セ

ル
ビ
ア
か
ら
避
難
し
て
き
た
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ

っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア

の
セ
ル
ビ
ア
人
か
最
初
に
武
装
蜂
起
し
た
地
域
で
あ
る
ク
ラ
イ
ナ
地

方
は
こ
の
軍
政
国
境
地
帯
に
属
し
て
い
た
。

新
た
に
軍
政
国
境
地
帯
に
入
植
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
中
に
は
、
ト

ル
コ
の
国
境
部
隊
か
ら
脱
走
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
も
多
か

っ
た
。
ト
ル

コ
と
の
対
抗
関
係
上
オ
ー
ス
オ
リ
ア
は
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。

一
七
世

紀
に
も
主
と
し
て
ス
ラ
ボ
ニ
ア
を
中
心
に
セ
ル
ビ
ア
人
の
移
住
は
続

い
た
。
た
と
え
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は

一
六
九

0
年
に
ト
ル
コ
を
破
り
、

ト
ル
コ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ス
ラ
ボ
ニ
ア
を
オ
—
ス
ト
リ
ア
に
返
還
し

た
が
、
こ
の
あ
と
セ
ル
ビ
ア
の
総
主
教
ア
ル
セ
ニ
ア
三
世
は
、
ボ
イ

ボ
デ
ィ
ナ
と
ス
ラ
ボ
ニ
ア
に
向
け
て
セ
ル
ビ
ア
人
の
大
規
模
な
移
住

を
組
織
し
た
。
彼
ら
は
ト
ル
コ
と
戦
う
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
か
ら
種
々
の
特
権
を
約
束
さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
‘
こ
の
よ

う
な
移
民
に
よ
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
中
に
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
す
る

飛
び
地
や
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
の
混
住
地
域
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

五
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ピ
ア
人
の
地
位

ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
‘
な
ぜ
セ
ル
ビ
ア
の
ミ
ロ
シ
ェ
ビ

ソ
チ
の
路
線
を
支
持
し
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
に
対
し
て
武
装
蜂
起
し
た

の
か
。
こ
の
問
題
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
地
位
を
得
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
関
係
が
あ
る
。

私
は
次
の

二
つ
の
点
が
重
要
な
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

―
つ
は
、
歴
史
的
に
み
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ

ア
チ
ア
の
行
政
機
関
に
よ
っ
て
直
接
的
に
支
配

・
管
理
さ
れ
た
経
験

か
は
と
ん
ど
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ク
ロ

ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
自
分
た
ち
の
統
治
者
で

あ
る
と
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
は
ま
ず
軍
政
国
境

地
帯
の
伝
統
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
も
う
―
つ
は
‘
ク
ロ
ア
チ

ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
多
数
を
し
め
る
ク
ロ
ア
チ
ア
人
よ
り
も
優
遇
さ

れ
、
そ
の
人
口
比
率
以
上
に
多
い
特
権
的
地
位
を
得
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
軍
政
国
境
地
帯
は
‘

ク
ロ
ア
チ
ア
の
中
に
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設
置
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘
ザ
グ
レ
ブ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
で

は
な
く
‘
ウ

ィ
ー
ン
の
ハ

プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
政
府
が
直
接
的
に
管
理

す
る
地
域
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
‘
ク
ロ
ア
チ
ア
貴
族
は
ト
ル
コ

と
の
戦
い
に
よ
り
疲
弊
し
て
自
力
で
は
国
境
を
防
衛
で
き
な
い
状
態

に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
七
世
紀
の
後
半
以
降
‘
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
ト
ル
コ
を
破
り
、
ト
ル
コ
か
占
領
し
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ク

ロ
ア
チ
ア
の
領
土
を
奪
回
し
、
軍
政
国
境
地
帯
を
拡
大
し
た
。
こ
の

軍
政
国
境
地
帯
の
誉
備
兵
は
い
わ
ば
屯
田
兵
で
あ
り
、
平
時
に
は
農

民
と
し
て
耕
作
に
従
事
す
る
が
、
有
事
に
は
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
皇
帝
直

属
の
常
備
軍
の

一
員
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
お
こ
な

っ
た
戦
争

に
参
加
し
た
。
彼
ら
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
議
会
や
政
府
に
対
し
て
義
務

（
た
と
え
ば
納
税
義
務
）
を
負
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ト
ル

コ
の
脅
威
は
な
く
な
り
、
軍
政
国
境
地
帯
は
ト
ル
コ
に
対
す
る
防
衛

線
と
い
う
よ
り
も
‘
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
兵
力
補
給
地
と
い
う
役

割
が
大
き
く
な

っ
て

い
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
に
と

っ
て
は
‘
軍
政
国
境
地
帯
は
治
外
法
権
に
置
か

れ
た
土
地
で
あ
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
は
ウ
ィ
ー
ン
政
府
に
対
し
て

こ
の
地
域
の
管
轄
権
を
返
還
す
る
よ
う
に
再
三
申
し
入
れ
た
。
し
か

し
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
は
た
び
重
な
る
戦
争
の
た
め
に
兵
力
を
必
要
と
し

て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
な
か
な
か
応
じ
な
か
っ
た
。
国
境
替
備
兵
も

ま
た
そ
の
身
分
の
変
更
に
は
反
対
し
て
い
た
。
軍
政
国
境
地
帯
が
完

全
に
廃
止
さ
れ
る
の
は
一
八
八
一
年
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
伝

統
は
そ
の
後
も
生
き
の
び
て
‘
か
つ
て
の
軍
政
国
境
地
帯
は
ハ
プ
ス

ブ
ル
グ
帝
国
軍
の
将
校
の
多
く
を
輩
出
し
た
。

一
九
―
四
年
ー

一
八

年
の
第
一
次
世
界
大
戦
中
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
感
情
が
周
囲
で
高

揚
す
る
中
で
、
か
つ
て
の
国
境
警
備
兵
は
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
皇
帝
に
対

し
て
忠
誠
を
示
し
て
い
た
と
い
う
。

軍
政
国
境
地
帯
が
廃
止
さ
れ
た
一
九
八
一
年
以
降
の
期
間
も
、
こ

の
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
か

っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
統
治
下
に
あ
り
、

そ
の
自
治
権
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
一

八
八
三
年
か
ら
一
九

0
三
年
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
総
督
に
は
ヘ

ー
デ

ル
バ

ー
リ
と
い
う
マ
ジ
ャ
ー
ル
人
が
就
任
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
支
配

が
強
化
さ
れ
た
。

一
九
一
八
年
に
誕
生
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
セ

ル
ビ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
人
が
支
配
す
る
中
央
主
権
主
義
の
国
家
で
あ
っ

た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
も
中
央
政
府
か
ら
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
官
憲

（
警
察

・
徴
税
吏

・
将
校
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
セ

ル
ビ
ア
人
に
は
ユ
ー
ゴ
の
解
放
者
は
セ
ル
ビ
ア
で
あ
る
と
い
う
セ
ル

ビ
ア
主
義
の
思
想
を
吹
き
込
ま
れ
、
彼
ら
は
セ
ル
ビ
ア
の
国
王
に
忠

誠
を
誓
う
よ
う
に
な

っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
、
一
九
三
九
年
の
ク
ロ

ア
チ
ア
自
治
州
の
創
設
に
よ

っ
て
内
政
上
の
自
治
権
を
手
に
入
れ
た

が
、
こ
の
と
き
に
は
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
猛
烈
に
反
発

し
、
彼
ら
の
居
住
地
域
を
別
の

州
に
組
み
替
え
る
こ
と
を
国
王
に
要

求
し
た
。
彼
ら
は
歴
史
上
初
め
て
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
直
接
的
に
支
配

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

戦
後
の
ユ
ー
ゴ
は
連
邦
制
の
国
家
形
態
を
と

っ
た。
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は
共
和
国
の
地
位
を
得
た
が
、
そ
の
上
に
は
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
」

と
い
う
連
邦
国
家
の
枠
組
み
が
あ

っ
た
。
戦
後
の
ユ

ー
ゴ
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
諸
民
族
の
友
愛
と
団
結
で
あ
り
、
民
族
主
義
を
表
出
す
る

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
共
和
国
と
な

っ
た

が
、
そ
れ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
民
族
国
家
で
あ
る
こ
と
を
け
っ
し
て

許
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
セ
ル
ビ
ア
人

は
ク

ロ
ア
チ
ア
が
共
和
国
の
地
位
を
得
て
も
‘
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
支

配
す
る
国
家
に
属
し
て
い
る
と
い
う
感
情
を
も
つ
こ
と
は
な
か

っ
た
。

ユ
ー
ゴ
の
中
で
は
セ
ル
ビ
ア
人
は
最
大
多
数
の
民
族
で
あ
り
、
ク
ロ

ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
少
数
民
族
だ
と
い
う
感
情
を
も
つ
こ
と
は

な
か

っ
た
。

ま
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の
党
幹
部
の
中
で
セ
ル
ビ
ア
人
は
人
口
比
よ
り

も
多
い
比
率
を
し
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
自
由
選
挙
の
結
果
、
ク
ロ

ア
チ
ア
民
主
同
盟
が
勝
利
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
支
配
す
る
非
共
産

党
政
権
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア

人
が
支
配
す
る
国
家
に
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
と
く
に
そ
の
支
配
層
に
と

っ
て
は

承
服
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
ク
ロ
ア
チ
ア
人
よ
り
も

優
遇
さ
れ
て
き
た
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
第
一
の
要

因
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
軍
政
国
境
地
帯
の
時
代
か

ら
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
治
外
法
権
に
お

か
れ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
政
府
に
対
す
る
納
税
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
支
配
が
強
化
さ
れ
た
一
九
世
紀
末
の
時
代

に
は
‘
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
を
支
配
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
セ
ル
ビ
ア
人
を
優
遇
し
て
、
ク
ロ
ア

チ
ア
人
に
対
す
る
反
対
勢
力
に
し
た
の
で
あ

っ
た
。
戦
間
期
の
ユ
ー

ゴ
は
セ
ル
ビ
ア
中
心
の
国
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
い

て
も
セ
ル
ビ
ア
人
は
様
々
な
方
面
で
ク
ロ
ア
チ
ア
人
よ
り
も
有
利
に

扱
わ
れ
た
。

し
か
し
戦
後
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
地
位
に
つ
い
て
は
、

パ
ル
チ
ザ

ン

戦
争
の
経
過
の
影
響
が
も

っ
と
も
大
き
い
。
周
知
の
よ
う
に
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
ユ
ー
ゴ
は
枢
軸
国
に
よ

っ
て
分
割
占
領
さ
れ
た
。
ク

ロ
ア
チ
ア
に
は
ナ
チ
ス
の
愧
儡
国
家
で
あ
る
「
独
立
ク
ロ
ア
チ
ア
国

家
」
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
ユ
ー
ゴ
に
は
二
つ
の
抵
抗
勢
力
が

あ
っ
た
。
―

つ
は
旧
ユ
ー
ゴ
王
国
軍
の
セ
ル
ビ
ア
人
将
校
ミ
ハ
イ
ロ

ビ
ッ
チ
に
率
い
ら
れ
た
チ
ェ
ト
ニ
ク
で
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
民
族
主
義

の
立
場
に
立

っ
て
い
た
。
も
う
―
つ
は
ユ

ー
ゴ
共
産
党

（戦
後
共
産

主
義
者
同
盟
と
改
称
）
の
チ
ト
ー
に
率
い
ら
れ
た
パ
ル
チ
ザ
ン
で
あ

る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
、
独
立
ク
ロ
ア
チ
ア
の
政
権
を

担
当
し
て
い
た
ウ
ス
タ
シ
ャ
が
セ
ル
ビ
ア
人
の
虐
殺
を
お
こ
な
っ
た

た
め
、
チ
ェ
ト
ニ
ク
の
組
織
に
参
加
し
た
者
が
多
か

っ
た
。
し
か
し

共
産
党
の
巧
み
な
組
織
化
戦
術
に
よ
っ
て
、
パ
ル
チ
ザ
ン
に
転
身
す

る
者
が
増
え
た
。
パ
ル
チ
ザ
ン
は
ユ
ー
ゴ
の
解
放
を
目
的
に
団
結
し

た
多
民
族
的
な
運
動
勢
力
で
あ
り
、
共
産
党
は
ク
ロ
ア
チ
ア
人
や
ス

ロ
ベ
ニ
ア
人
が
指
導
す
る
組
織
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
チ
ェ
ト
ニ
ク
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の
脱
走
者
を
吸
収
し
て
‘
終
戦
時
に
は
パ
ル
チ
ザ
ン
と
共
産
党
は
セ

ル
ビ
ア
人
が
多
数
を
し
め
る
勢
力
に
な
っ
た
。

パ
ル
チ
ザ
ン
戦
争
の
参
加
者
は
‘
ユ
ー
ゴ
の
解
放
の
功
労
者
と
し

て
‘
ユ
ー
ゴ
の
戦
後
体
制
の
随
所
で
特
権
的
な
地
位
に
就
い
た
。
数

の
上
で
多
数
を
し
め
た
セ
ル
ビ
ア
人
は
必
然
的
に
他
の
民
族
に
比
し

て
特
権
的
地
位
に
就
く
こ
と
が
よ
り
多
か
っ
た
。
と
く
に
パ

ル
チ
ザ

ン
の
後
身
で
あ
る
ユ
ー
ゴ
人
民
軍
の
高
級
将
校
の
中
で
セ
ル
ビ
ア
人

の
比
率
は
六

0
％
を
し
め
‘
こ
の
中
に
は
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
出
身
の

セ
ル
ビ
ア
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
セ
ル
ビ
ア
人
は
ウ
ス
タ
シ
ャ

の
被
害
者
と
し
て
「
戦
後
補
償
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と

え
ば
一
九
七

一
年
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア

人
は
人
口
の

一
四
％
を
し
め
て
い
た
。
し
か
し
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
い

て
セ
ル
ビ
ア
人
は
党
と
関
連
組
織
の
幹
部
の
中
で
は
ニ
―

%
9、
立
法

政
府
機
関
の
職
員
の
中
で
は
二
二
％
の
比
率
を
し
め
て
い
た
。
セ
ル

ビ
ア
人
の
比
率
が
高
い
ク
ラ
イ
ナ
地
方
は
後
進
地
域
で
あ
り
、
社
会

主
義
ユ
ー
ゴ
の
時
代
に
は
政
府
か
ら
多
額
の
補
助
金
を
得
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
自
由
選
挙
の
結
果
、
共
産
主
義
者
同
盟
が
政
権
を
失

っ
た
。

共
産
主
義
者
同
盟
と
い
う
後
ろ
盾
が
な
く
な
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ

ル
ビ
ア
人
‘
と
く
に
支
配
層
の
多
く
は
こ
れ
ま
で
手
に
し
て
き
た
既

得
権
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
。

と
く
に
ユ
ー
ゴ
人
民
軍
の
退
役
将
校
は
新
政
権
に
強
く
反
発
し
た
。

こ
の
た
め
‘
彼
ら
は
セ
ル
ビ
ア
民
族
主
義
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
ミ

ロ
シ
ェ
ビ

ッ
チ
の
路
線
を
支
持
し
‘

旗
を
翻
し
た
の
で
あ
っ
た
。

........ 
/' 

む
す
び

ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
に
対
し
て
反
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と
こ
ろ
で
旧
ユ
ー
ゴ
の
民
族
紛
争
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
説
明

が
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
ユ
ー
ゴ
の
諸
民
族
の

間
に
は
民
族
の
憎
悪
や
怨
念
が
過
去
の
歴
史
に
蓄
積
さ
れ
て
い
て
‘

こ
れ
が
民
族
紛
争
の
背
景
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
た

し
か
に
社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
成
立
す
る
以
前
、
セ
ル
ビ
ア

人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
間
に
は
激
し
い
民
族
対
立
が
あ

っ
た
。
戦
間

期
に
は
セ
ル
ビ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
人
が
ユ
ー
ゴ
を
支
配
し
て
ク
ロ
ア
チ

ア
人
を
抑
圧
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
セ
ル
ビ
ア
人
と
ク
ロ

ア
チ
ア
人
と
は
相
互
に
殺
数
行
為
を
お
こ
な

っ
た
。
と
く
に
ク
ロ
ア

チ
ア
の
極
右
組
織
ウ
ス
タ
シ
ャ
は
ナ
チ
ス
を
ま
ね
て
強
制
収
容
所
を

造
り
、
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
を
虐
殺
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
は
報
復
行

為
と
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
人
殺
し
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
た
び
の
紛
争

の
経
過
の
中
で
こ
の
よ
う
な
過
去
の
記
憶
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ

っ

て
強
調
さ
れ
、
人
々
の
不
安
を
か
き
立
て
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

た
が
「
過
去
の
記
憶
」
は
民
族
対
立
を
促
進
し
た

―
つ
の
要
因
で
は

あ

っ
て
も
、
そ
も
そ
も
民
族
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
だ
と
は
考

え
ら
れ
な
い

。

繰
り
返
し
い
う
よ
う
に
、

武
装
蜂
起
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
は
一
部
の



地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
り
、
そ
こ
に
居
住
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク

ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
全
体
の
三
分
の
一
に
満
た
な
い
。
ま
た
紛

争
地
域
に
は
セ
ル
ビ
ア
本
国
か
ら
民
族
主
義
者
が
多
数
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
武
装
蜂
起
に
加
わ

っ
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
す
べ
て
が
ク

ロ
ア
チ
ア
出
身
の
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い

。
し
か
し
、

た
と
え
一
部
に
せ
よ
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
と
っ
て
‘
一
九

九

0
年
の
自
由
選
挙
の
結
果
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
国
家
の
成
立
は
ど
う

し
て
も
承
服
で
ぎ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
‘

―
つ
に
は

ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
よ
る
セ
ル
ビ
ア
人
支
配
は
我
慢
な
ら
な
い
と
い
う

感
情
で
あ
る
が
、
も
う
―
つ
は
既
得
権
を
失
う
こ
と
へ
の
恐
怖
で
あ

り
、
こ
れ
は
実
利
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
彼
ら
の
蜂
起
の

原
因
は
非
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
合
理
的
な
も
の
で
あ

っ

こ
。
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「
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